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献血者の転倒事故につtlて

平成1 7年9月2 6El,献血ル-ムにおいて成分献血をされた献血者が,採血終了後

にトイレに行き,転倒して頭部を強打したと思われる事故が発生し,献血されたご本人

が搬送先の病院で1 0月6El,お亡くなりになりました.

献血による血管迷走神経反応くVVRlが発生した可能性が疑われることから,改めて

再発防止策を徹底することとtlたしますo

l.経 繰

平成1 7年9月26日の午前中に東京都内の献血ル-ム くビルの-室を借用1に

3 0歳代の男性が来所され,成分献血を行いました.

採血終了後採血ベッドで休憩した後,献血ル-ムと同じ階にあるビル共用のトイレ

に行かれました.

数分後,献血ル-ムに-般の方からrトイレで人が倒れてtlるJとの知らせがあり.

献血ル-ムの職貞が現場に急行し,倒れても1る方が献血者ご本人であることを確認し

ました.

救急車で病院に搬送され,頭部外傷により緊急手術を受けて入院加療されていまし

たが. 10月6日にお亡くなりになりました.

2.今後の対応

転倒の原因臥現時点において判明してtlませんが,採血後に血管迷走神経反応くV

vRlが発生し転倒された可能性が疑われることから,以下のとおり再発防止策を図

るとともに全国の血液セン夕-に周知しますo

く1 1献血会場における対応

Gl既に運用してt-る献血者向け説明用資料rお願いH等による対応手順の徹底

を図る.

魯 採血終了直後の献血者が尿意を催し.トイレに行きたい旨の意思表示がなされ

た場合は十分な観察を行t1,安全性を確保するo


